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改定内容 2

1 連携事業への新たな参加
平成28年度から既に取り組んでいる連携事業のうち以下の２事業につ

いて、令和２年度から須坂市・⼩布施町が新たに参加するもの

その他の整備
事業内容に即した⽂⾔等の修正や、基本⽬標の現状値を令和元年12

⽉末時点の確定数値とするなど、必要な整備を⾏うもの

２

 ファミリー・サポート・センター事業（須坂市参加）
 スマートコミュニティの構築に向けた調査・研究及び再生可能エネル
ギー設備等の普及促進事業（⼩布施町参加）



分野
ウ 圏域全体の生活関連機能サービスの向上

Ａ 生活機能の強化に係る政策分野

取組区分 Ｃ 福祉

事 業 名 ファミリー・サポート・センター事業
須
坂
市

千
曲
市

坂
城
町

小
布
施
町

高
山
村

信
濃
町

小
川
村

飯
綱
町

事業概要 各自治体が実施しているファミリー・サポート・センター事業の依頼会員登録について、連携
中枢都市圏内在住者であれば登録・利⽤できるようにするための調整等を⾏う。

事業効果
他市町村通勤者等が通勤先等で依頼会員の登録・利⽤ができるようになることで、利⽤者の利
便性が向上するとともに、サービスの選択肢が多くなることで、多様なニーズの受け⽫の確保
やセーフティネットの拡大につながる。

連携事業【既存】への新たな参加 ①

新規参加
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分野
ウ 圏域全体の生活関連機能サービスの向上

Ａ 生活機能の強化に係る政策分野

取組区分 ｈ 環境

事 業 名 スマートコミュニティの構築に向けた調査・研究及
び再生可能エネルギー設備等の普及促進事業

須
坂
市

千
曲
市

坂
城
町

小
布
施
町

高
山
村

信
濃
町

小
川
村

飯
綱
町

事業概要
エネルギーの効率的利活⽤を推進するため、再生可能エネルギーや省エネルギーに係る設備に
ついて各地域の特色を活かして調査研究を重ねつつ導入推進を図る。また、エネルギーの需給
管理を中⼼としたスマートコミュニティの構築に向けて調査・研究を⾏う。

事業効果
製造業等における効率的な電⼒利⽤が可能となり、常時安定した生産と出荷が期待できる。ま
た、電⼒関連産業等の活性化も図られる。また、再生可能エネルギー、省エネルギーに係る設
備導入により、圏域内の地球温暖化防止が推進される。

連携事業【既存】への新たな参加 ②

新規参加（議決案件）



連携事業数の推移

ア 圏域全体の経済成長のけん引
圏域内の多様な資源・企業・人材を動員し、
連携中枢都市が成⻑のエンジンとなり、
産学⾦官⺠が連携して地⽅の経済をけん引

イ 高次の都市機能の集積・強化
圏域全体に対する⾼度・専⾨的なサービスを
提供し、グローバルな人材が集まってくる
環境を構築

ウ 圏域全体の生活関連機能サー

ビスの向上
圏域全体の利便性を向上し、近隣市町村の
住⺠のニーズにも対応

14 14 14

55 5

312927

46 48 50 53

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

15 15

令和２年度
（予定）

5 5

33 33

53

連携事業数

令和２年度は事業数に変化はないが、既存の事業に須坂市及び⼩布施町が参加予定
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年 月 日 内 容

令和２年（2020年）
２⽉19日

令和元年度 ⻑野地域連携推進協議会
（⻑野地域９市町村⻑会議）

2019年２⽉〜３⽉

⻑野市議会、⼩布施町議会 において連携協
約の⼀部を変更する連携協約締結の議案提出

※須坂市は「福祉の向上を図る取組」を含む連携協約を
締結しているため、変更協約不要

2019年４⽉ １日 改定後の⻑野地域スクラムビジョンによる
連携事業の開始

今後の予定


